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小水力発電機を用いた水力発電 
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要旨 

災害時に、スマートフォンの充電をするために、日本に沢山ある川や水路を利用できないかと考えた。

そこで、簡易的な小水力発電機を製作し、それを使用してどれだけの電圧と電流が得られるかを調べた。

羽の枚数を変えて実験したところ、羽の枚数が 8枚の時に電圧の最大値 0.25［V］、電流の最大値 0.096

［A］という結果が得られた。 

 

１.目的 

テレビで、災害発生時に被災地で電力不足の

問題が発生すること、スマートフォンが充電で

きなくなるなど、被災地での電力不足は避難生

活に多大な影響を及ぼすことを知った。その問

題を解決する手段として、流れが速い日本の河

川の特色や、生活のために張り巡らされている

用水路を生かし、小水力発電機を用いてスマー

トフォンの充電ができないだろうかと考えた。 

 

２．仮説 

  羽の枚数が多いと重くなり、少ないと水が安

定して羽に当たらなくなるため、羽の枚数が 6

枚の時、発電量が最大となる。 

   

 

３．使用した器具 

＜装置作成にあたりに使用した材料＞ 

・アクリサンデー PET板 3mm 

 ・アクリサンデーカッター 

 ・装置外枠用木材  

・真鍮棒 4本（外径 5mm,内径 3mm） 

 ・3Dプリンター 

・3Dプリンター用プラスチック（ポリ乳酸［PLA］） 

 ・養生テープ（DCMカーマ） 

・スーパー多用途超強力接着剤透明（ 3M 

Company） 

 

４．実験方法 

 ＜装置外枠の作成＞ 

１．木材を切り出す。 

２．PET板を切り出す。 

３．3Dプリンターでガイドベーン、曲線部分

を作成する。 

４．組み立てる。 

５．水車部分と組み合わせる。 

６．水車の軸とモーターとを接続する。 

 

＜水車部分の作成＞ 

１．PET 板（25mm×180mm）を 18枚切り出す。 

２．木材（半径 50mm の円）を切り出す。 

３．任意の角度で羽根を取り付ける。 

４．装置外枠と組み合わせる。 

 

 ＜実験方法＞ 

１．装置を作成する。 

※装置の概要は次頁を参照 

※装置設計図も次頁を参照 

２．横町川（FamilyMart 恵那高校前店横の

川）で実験を行う。 

３．テスターを用いて電圧・電流を計測する。 

※計測をするための回路は次頁を参照。 

※流入する水量を一定にするために、水

の流入部に板を設置して実験を行う。 

４．羽の枚数、角度を変えて再度実験を行

う。 
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＜実験装置写真＞ 

 

＜②部分拡大画像＞ 

 

 

 

＜実験装置の各場所の説明＞ 

①ガイドベーン 

   角度を変えることで、水車に入る流水

の量と方向を調節する装置。（水車への水

の流入口を 2口に分岐させる役割も持っ

ている。） 

 

②水車 

 ＜②部分拡大画像＞の矢印部分の角度を

変えて実験を行う。また、羽の枚数を変

えて実験を行う。 

③誘導板 

  水の流入量を安定させるために設置して

ある。 

 

＜設計図＞ 

※上記に表示してある数字の単位はすべて

ミリメートルである。 

※上側は装置外枠の設計図、下側はガイド

ベーンの設計図である。 

 

＜測定回路概要＞ 

 
 

 

 

①  

② 

③ 

…水車の羽 
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＜回路図＞ 

 

  ※回路図中の電流計の表記が並列回路にな 

   っているのは、テスターを用いて計測を 

   行ったためである。なお、電圧の測定も 

可能である。 

 

５．結果 

 ＜羽の枚数：4枚、角度 25度＞ 

電流、電圧ともに 0であった。 

（発電することができなかった。） 

 

 ＜羽の枚数：6枚、角度：25度＞ 

 

 

 

 

＜羽の枚数：8枚、角度 25度＞ 

 

 

羽の枚数：8枚、角度 25度の実験の 3回目に

36 秒時点で水車が破損したため、36 秒以降

のデータは欠測となっている。よって、8枚、

角度 25度の実験の 3回目については 30秒ま

でのデータを参考にしている。 

※すべてのデータにおいて小数第 4 位を四捨

五入して集計を行った。 

 

 

＜各実験の分散＞ 

 

  ×10-4 

４枚 ６枚 ８枚

電圧［Ｖ］平均値 0 0.126 0.159

電流［Ａ］平均値 0 0.052 0.07

0 0.2 0.25

電流［Ａ］最大値 0 0.089 0.096

/

電圧［Ｖ］最大値

分散

６枚 １回目 ２回目 ３回目 １回目 ２回目 ３回目

/ 1.051 1.919 0.965 4.954 10.163 5.635

８枚 １回目 ２回目 ３回目 １回目 ２回目 ３回目

/ 0.567 0.353 1.889 12.400 1.160 22.783

電流 電圧

M 
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 ＜全体の分散＞ 

 

×10-4 

 ＜実験データから読み取れたこと＞ 

 ・羽を 6 枚で実験したときに比べて 8 枚で実  

験したときの方が電圧、電流の平均値、最大

値ともに大きい。 

 ・羽の枚数が 4 枚のときは、水車が回らない。

（発電することができない。） 

 

６．考察 

   結果より、羽の枚数を増やすことで、得ら

れる値も大きくなると考えられる。また、6枚

の羽を使用した場合より 8枚の羽の方がデー

タのばらつきが少なく、安定して水車が回転

し、データが得られたと考えられる（全体の

分散では、実験の回数ごとのデータのばらつ

きが多くなってしまったため、羽が 8枚の方

は 6枚のものに比べてばらつきがある）。 

 

７．結論 

   羽の枚数が 8枚の時に、得られる電圧、電

流がともに最大となったが、目的とするスマ

ートフォンの充電に必要な値（5V、1A）には

届かなかった。 

 

８．展望 

   これまでに、羽の枚数を変えて実験を行っ

た。今回の実験では、羽の角度 25度で固定し

ていたため、次は色々な角度で実験を行い、

さらに羽の枚数を変えて実験を行っていき

たい。 
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全体の分散 電流 電圧

６枚 2.243 13.266

８枚 2.321 18.756


